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分節音とアクセント（2）

　　　　一岡山方言の分析から一

角 道 正 佳

　　　　　　Segment　and　Accent（2）

－ Analysis　of　Okayama　Dialect一

KAKUDO　Masayoshi

　　There　are　two　purposes　in　this　paper．　In　the　first　ha玉f　of　thls　paper，　morphem童c　alternations

of　stems　and　endings　of　adjectives　are　treated　considering　the圭r　acce就ual　alternati◎ns．互t

was　found　that　if／i／and／u／are　chosen　as　the　underlying　forms　for　the　presne簸t

marker　and　adverbia至marker　respectively，　rules　of　assim三lation　whlch　are　necessary　in

the　description　of　nou鍛conjugations　are　also　applicable　to　adlectives．　The　simplest　way

to　（圭escr三be　the　acce簸tua正altern＆tions　o｛　a（ijectives　is（i）to　assign　accent　center　in　the

position　ef　V＿（CV）of　the　stem　and（ii）attract　accent　center　rightward　when　the　stem　is

followed　by　present　marker（i呈i）de至ete　accent　center　when　the　stem　is　fellowed　by　a　mor－

pheme　including［÷predomi簸at量ng］feature．　Acce難t　center　assignment，　wh量ch　is　collapsable

with亡he　accent　assignment　of　verbs　Recessitates塩e　non－existence　ofん　in　stem　final

position　of　a（ijectives．

　　IR　the　second　ha王f　o負his　paper，　morphe藤c　alternations　of　verbs　are　treated　without

considering　their　accentua玉a玉ter掩ations。1ま｝the　description　of　verb　co丑juga雛on，　the　dis－

tinction　of　vowel　stem　and　consonant　stem　is　useful．　Vbwel　stem　verbs　are　classified　lnto

l－stem　verbs　and　e－stem　verbs．　The　underlying　forms　of　eRdings　are　as　fol｝ows．
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分節春とアクセント（2）一岡出方言の分析から一

　　　Group醗　　　past　　　　／ta／

　1登itlal　consonant　de至et宝o捻is　app至ied　to　Group　I　e簸dings　when　they　follow　conson＆登t

stem　verbs．　V◎we韮i難sertion（a　to　A　type　and　i　to　B　type）is　applied　to　Group王至e鍛d重ngs

when　they　follow　vowel　stem　verbs．　To　Group　I難e准ding，　comp圭icated　processes　occur　i簸

order　to　d呈ssolve　impossible　co簸sonant　cl礒s宅ers．

り
乙
N

2　形容詞

iでは名詞の場合について述べたが

2．2．1

終止形

志向形

過去形

連用形

仮定形

2．2．2

　終止形はe’e～i’i

　　　　2．2．3

　　〈赤い〉を例にとってみると

できる2乙

　　　　　　　　　　　（x）語幹　　　語尾

　　　　　終慮形　　　？ake，⑧　e

　　　　　志向形　　　？akak　　aro’o

　　　　　過去形　　　？a’kak　　a之ta

　　　　　連用形　　　？a’ko⑳　0

　　　　　仮定形　　　？a’kak　　erlaa

語尾はさらに次のように分けられる。

　　　　　　　　　　　（xii）

　　　　　終止形　　　　e

　　　　　志向形　　　　ar　　oo

　　　　　過去形　　　　　ar　　ta

　　　　　連用形　　　　u

　　　　　仮定形　　　　er　　jaa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，次に形容詞の活用について見ていくことにする。

デ：タ1》

　　　　　〈赤い〉　　　　　〈濃い〉　　　　〈白い〉　　　　　〈薄い〉

　　　？ake’e　　　　　kol’i　　　　　lire’e　　　　　？u∫1’i

　　　？akakaro’o　　　koikaro’o　　　Sirokaro’o　　　？usukaro’o

　　　？a’kakatta　　　　　　ko’至katta　　　　　　S呈’rekatta　　　　　　？u’sukatta

　　　？a’koo　　　　　　　　　ko’juu　　　　　　　　∫i’roo　　　　　　　　　？u’suu

　　　？a，kaker3aa　　　　　ko，ikerjaa　　　　　∫i・rokerjaa　　　　　？u・sukerjaa

表贋上の交替

　　，連用形は◎0～UUの交替がある。

語幹と語尾

　　　　　　　　　　　　，kを語幹と語尾のどっちに入れるかによって二つの考え方が

（xi）

（xiii）

語幹

？ake’

？aka

？a’ka

？a’ko

？a’ka

e

kar

kar

u

ker

語尾

⑧e

karo’O

katta

⑧o

kerjaa

00

ta

laa
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学報第66号

　　2．2．4　基底形

　kの前にはa、i．　uの母音が起こりうる。この母音が圭であれば終止形はi’i，連用形はuuに

なる。（x）に従うと各々の語幹の基底形は／？akak／，／koik／，／Sirok／，／？usuk／となる。

終止形語尾は／i／もしくは／e／であり，遵用形語尾は／u／もしくは／o／である。

　終止形語尾として／i／，／e／のどちらを選ぶべきかは，名詞のヲ格の場合と同様に基準はな

さそうである。すなわち，（xiv）／i／，あるいは（xv）／e／。一方，連用形の場含は次のような

問題が起こる。名詞〈坂を〉／saka’＆◎／もしくは／saka’＆u／はsaka’aとならなければなら

ないが，形容詞く赤く〉／Paka（k）＆u／もしくは／？aka（k）＆o／は，＊？a’kaaとなっては困る

のである。正しくは？a’1（ooでなければならない。名詞のほうの基底形を／saka＆o／とし，形

容詞のほうの基底形を／Paka（k）＆u／とする方法（xvi），逆に名詞のほうの基底形を／saka＆u／

とし，形容詞形のほうの基底形を／？aka（k）＆o／とする方法（xvii）の二つが考えられる。すな

わち，

　　　（XV量）ヲ格を／0／，連用形を／U／

　　　（xvii）ヲ格を／U／，連用形を／0／

の二つである。

　（xvi）のほうを選べば規則（2－12）で両方共説明できる。つまり，　a＋a→a＋a，　a＋u→a＋o（さ

らに（2－6）によってo＋o）。一方（xvii）のほうを選べぼa＋oには（2－6）が適用されてo＋oになり，

a十uには（2－10）が適用されてa－Yaとなる。

　もしkが基底にあるものとすれば，終止形と連用形でkを消去しなければならないことにな

るが，もし（XiV）を選ぶなら（XVi）を選ぶべきであり，そうでなくてもし（XV）を選ぶなら（XVii）を

選ぶべきである。なぜなら（xiv）と（xvi）を選ぶとk消去は

（2－20）　k→φ／ ＆

（
i
｝

また（XV）と（xvii）を選ぶとk消去は

（2－21）　　k　→　　φ　／ ＆

｛
1
｝

となって，どちらも自然な規則であるのに対して，（xiv）と（xvii）を選ぶとk消去は

（2－23）　　k　→　φ　／
＆｛1｝

また（xv）と（xvi）を選ぶとk消去は

　　　（2．23）k→φ／　＆e
　　　　　　　　　　　　　　　　u

となるから明らかに不自然な規則になってしまうからである。それでは，（2－20）と（2－21）とでは

どちらが自然であるかというと，（2－20）のぼうである。その根拠として，まず（2－20）を選んだほ
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分節音とアクセント（2）一岡由方誉の分析から一

うが，連用形における岡山標準語と岡山方言の関係がはっきりするという点があげられるであろ

う。岡山標準語の連用形のkが脱落して同化が起こったのが岡山方言の連用形であると考えられ

るから，（2－20）を選んだ場合は，この関係は自然に説曙できることになるが，（2－21）のほうを選

ぶとこの関係は自然には説明できなくなる。（2－20）のほうが自然であるという第二の根拠は，こ

の規則が動詞のイ音便，例えば，〈書いた〉を／kak＆i＆ta／から自然に派生できるという点に

ある。～般にk消去は，高母音呈，Uの前で起こると考えられる。以上の理由で終止形と連用形

の基底形はそれぞれ／i／，／u／であるべきであることがわかる。したがって〈赤い〉を倒にあ

げると，各活用形の基底形は次のようになっていると考えられる。

終止形

志向形

過去形

連用形

仮定形

／？akak＆i／

／？akak＆ar＆GO／

／？akak＆at＆ta／

／？akak＆u／

／？akak＆er＆jaa／

（　←一／？akak＆ar＆ta／）

（←／？akak＆er＆巧aa／〉

（（2－34）参照）

（（2－28）参照）

　もし（xi）に従うと，終止形と連用形のkは不要であるから，次のようになっていると考えら

れる。k消去は岡山標準語と岡山方言をつなぐ規則でしかなくなるので，不要になる。

終止形

志向形

過去形

連用形

仮定形

2．2．5

　／？aka＆i／

　／？aka＆kar＆oo／

　／？aka＆kat＆ta／

　／？aka＆u／

　／？aka＆ker＆jaa／

アクセント

（・“一一／？aka＆kar＆ta／）

（←／？aka＆ker＆rjaa／）

（（2－34）参照）

（（2－28）参照）

　形容詞の語幹末にkがあるべきか否かは，分節音だけを見ていたのでは判断のしようがないの

で，次にアクセントの交替のようすを観察してみよう。標準語と違って岡山方言の形容詞には，

アクセントの型は一通りしかない。〈赤い〉を例にあげると次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

　　　　〈赤い〉　　　　　　　？ake，e　　　　　　　？akakaro，o　　　　　　　？a，kakat之a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？a’koo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2a’kakerjaa

llg　？aka’の位置にアクセント核があり，2は語幹にアクセント核がなく，3は第一モーラの直

後にアクセント核がある。語幹がどのアクセントになるかは，語尾が決めていると考えられる。

終止形及び連体形iはその直前にアクセント核を必要とし，志向形ooはそれ自体のアクセント

核◎’oが実現し，それ以外の場合は語幹の第一モーラの直後にアクセント核が現れる。これらの

うち，2の場合（すなわち志向形）は，語尾のアクセント核が優先され語幹のアクセント核が消さ

れると考えることができる。こういった性質をもった語尾を「自巴主張型」と呼ぷことにする。

4



掌報第66号

それでは，語幹のアクセント核の位置として，1のアクセント核の位置と3のアクセント核の位

置のうち，どちらを基本と考えたらよいであろうか。1の型は終止形（及び連体形），つまりiの

前でしか現れないが，3の型は過去形，連用形，仮定形で現れる。過去形，連用形，仮定形に共

通の特徴を一言で表現するのは難しいから，3の場合のアクセント核の位置のほうを基本と考え

ておいたほうが記述は簡単になると思われる。つまり，形容詞の語幹の基本となるアクセント核

の位置は3の場合であり，1と2のアクセント核は基本的なものから派生したものと考えること

にする。語幹がもっと短い場合と長い場合の例を次にあげよう。

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3

　　　　〈良い〉　　　　　　　　　　？e’e　　　　　　　　　　　jokaro’o　　　　　　　　　　　jo’katta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jo，O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jo’kerlaa

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3

　　　　〈悲しい＞　　　　　　　ka無a∫i’呈　　　　　　kana∫ikaro’o　　　　　　kana’∫ika枕a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kana’∫uu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kana’∫ikerjaa

　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　3

　　　　〈おもしろい〉　　　　？omo～ire’e　　　　　？omoSirol〈aro’o　　　　　？omo∫i’rokatta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？omo∫i’rOO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？omoSi，rokerjaa

3の型のアクセント核の位置は〈赤い〉や〈良い〉の場合は第一モーラの直後であるが，〈悲し

い〉やくおもしろいメの場合は第一モーラの直後ではない，〈赤い〉，〈悲しい〉，〈おもしろい〉

に共通しているのは語幹の最後から二つめの母音の直後にあるということである。〈良い〉の場

合は語幹が単音節なので最後の母音の直後にあるわけである。このようすを規則の形で表すと次

のようになる。もし語幹末にkがあると考えるならば（2－24）のようになり，もし語幹末にkがな

いと考えるならば（2－25）のようになる。

　　　（2－24）φ→’／V　　（CV）Cl　A　　　（アクセント核付与）

　　　（2－25）φ♂／V＿一CV）1。　　　（アクセン骸付与〉

この二っの規則のうち（2－25）のほうは，動詞のアクセント核付与の説明の際にも利用できる3）の

で，そのことも考慮に入れるならば，形容詞の語幹宋にはkがないと考えたほうが都合がいいこ

とになる4もその場合，k消去をどう取り扱うかが問題になる。　kが語幹末にないのであれば，語

尾のほうにkがあることになるので，前述の（2－20）ではなく，＆の直後でkが脱落するという

次のような規鋼が必要になってくるが，これは2．2。4で述べたように，岡山標準語と岡山方雷

とをつなぐ働きしかもっていないことになる。
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分節音とアクセント（2）一岡由方書の分析から一

（2－20’）　　k　→　φ　／＆ ＿””
　
5

ー （k消去）

　2の場合，すなわち「自己主張型」の語尾が付いている場合のアクセントを説明するには，藷

幹のアクセント核を消す規期が必要となる。

　　　（2－26）’→φ／　　　X＆Y　　　　　　　　　　　　　　（アクセント核消去）

　　　　　　　　　　　　　　　　［＋自己主張型］

　1の場合（終止形及び連体形）のアクセント核の位置は，語幹の基本的な位置にあるアクセン

ト核を右の方向に引き寄せる次のような規則によって，説明できる。

　　　（2－27）MM＆i→　MM’＆i　　　　　　　　　　　　　　　（アクセント核牽引）

　　　　　　　　　終止形　　　終th形

　　2．2．6　規則

　規顯の順序は，進行同化，逆行同化の順になる。進行同化，逆行同化はすでに述べた規則であ

る。

（2－12）

V

ぐ騰 一
じ割／L漁1＆

〈進行岡化）

　　　（2－6）　　　　　VI　　　　　－－e・　　　V2　　　　／　　　　　＆V2　　　　　　　（逆行同化）

　　2．2．7　派生

以上述べたことを〈赤い〉を例にとってまとめてみよう。kは語尾の要素であると考えること

にする。一般的にアクセントに関する規則は分節音に関する規則に先行して適用される。［÷p】

は［十自己主張型｝を表す。

／？aka＆孟／

？a’ka＆i

？aka’＆i

？aka’＆e

？ake，＆e

／？aka＆kar＆o’o／

　　　　　　　［＋P｝

　？a’ka＆kar＆o’o

　？aka＆kar＆o，o

／？aka＆u／

？a，ka＆u

？a，ka＆O

？a’k◎＆o

（2－25）アクセント核付与

（2－26）アクセント核消去

（2－27）アクセント核牽引

（2－12）進行同化

（2－6）逆行同化

　　　　　？ake，e　　　　　　　？akakaro，o　　　　　　　　　？a，koo

　2．3　動詞

　次に動詞について見ていくことにする。動詞は形容詞の場合と違って，アクセントの面で，語

幹にアクセント核を持っているもの（有核語幹）と語幹にアクセント核を持っていないもの（無

核語幹）との二つのタイプがある。分節音の面からは，母音語幹（～段活稽の動詞〉と子音語幹

6



学報第66号

（五段活用の動詞）及び不規則動詞の力変とサ変の動詞がある。まず母音語幹の動詞と子音語幹

の動詞を見ることにする。母音語幹の動詞はi語幹（上一一ee活用）の動詞とe語幹（下一段活用）

の動詞とに分かれ，分節音の面で名詞の場合に見られたのと同じような音韻交替がみられる。そ

こで各クラスから一つずつ次の動詞を例にあげることにする。

母音語幹 　　、

子音語幹

i語幹 e諾幹
不規則動詞

有核語幹
20kl’＆斑

〈起きる〉

tabe’＆m

〈食べる〉

ka’k＆u

〈書く〉

ku’＆顯

〈来る〉

無核語幹
ki＆ru

〈着る〉

∫呈te＆ru

〈捨てる〉

∫ar＆u

〈やる〉

SU＆ru

〈する〉

2．3。1　データ

　23．1．1　終止形

　　　　　　　　？ol〈i“ru　　　　　　　　　tabe’ru　　　　　　　ka’ku

　　　　　　　　kiru　　　　　　　　　　　　literu　　　　　　　　jaru

　2．3．L2　否定形（naiとNの二種類の形がある）

　　　　　A　？okina’i　　　　　　tabena’i　　　　kakana’i

　　　　　　　　kina’i　　　　　　　　　　～itena’i　　　　　　　jarana’i

　　　　　B　　？oki’N　　　　　　　　tabe’N　　　　　　kaka’N

　　　　　　　　l〈iN　　　　　　　　　　　　　　S｛teN　　　　　　　　　　jaraN

　2．3．1．3　志向形

　　　　　　　　？okju’u　　　　　　　　　　tabjo’o　　　　　　　kako’o

　　　　　　　　kju’u　　　　　　　　　　　SitSo’o　　　　　　　　jaro’0

　2．3．1．4　過去形

　　　　　　　　？o’ki毛a　　　　　　　　　　ta’beta　　　　　　　ka’重ta

　　　　　　　　klta　　　　　　∫lteta　．　　　jatta

　2．3．1．5　連用形（「ます」の付く形で代衷させる。）

　　　　　　　　？okimas雛　　　　　重abemas繰　　　kakimaSU

　　　　　　　　kimasu　　　　　　Sitemasu　　　　jarimasu

　2．3．1．6　仮定形

　　　　　　　　？oki，rjaa　　　　　　　　毛abe，rjaa　　　　　ka，kjaa

　　　　　　　　k呈rj　a，a　　　　　　　　　　　S呈terj　a’a　　　　　　　ja】rja’a

ku’ru

suru

1〈ona’i

Slna’i

ko’N

seN

ko’◎

1◎’◎

kfta

∫ita

k三maSU

Simasu

ku’rjaa

　　ウ　　り

S壁jaa

7



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分節音とアクセント（2）一罵山方言の分析から一

　　　　2．3．1．7　命令形（二つの型がある。）

　　　　　　　　A　？oki’ro　　　　　　　tabe’ro　　　　　　ka’ke　　　　　　1《o’i

　　　　　　　　　　　　ki’ro　　　　　　　∫lte’ro　　　　　jare　　　　　　∫i’ro

　　　　　　　　B　　？o’kii　　　　　　　　　　　ta’bee　　　　　　　　　ka’kee　　　　　　　　ke’e

　　　　　　　　　　　　k圭’i　　　　　　　　　　　　　　　～ite’e　　　　　　　　　　　　jare’e　　　　　　　　　　　Se’e

　　　　2．3．1．8　継続相現在

　　　　　　　　　　　　？o’kjuuru　　　　　　　　ta’bj　ooru　　　　　　　ka’kj　ooru　　　　　　kj　o’oru

　　　　　　　　　　　　kju’uru　　　　　　　　　　Sit∫o’oru　　　　　　　　　j　arj　o’oru　　　　　　　～o’oru

　　　　2。3．1．9　継続相過去

　　　　　　　　　　　　？o’kjutta　　　　　　　　　ta’bjotea　　　　　　　　ka’kjotta　　　　　　　kjo’otta

　　　　　　　　　　　　kju’utta　　　　　　　　　lit∫o’otta　　　　　　　　jarjo’otta　　　　　　∫o’otta

　　　　2．3．1．10　完了相現在

　　　　　　　　　　　　？o’kitoru　　　　　　　　　ta’betoru　　　　　　　茎（a’itoru　　　　　　　　ki’toru

　　　　　　　　　　　　kito’ru　　　　　　　　　　S圭teto’ru　　　　　　　　jatto’ru　　　　　　　　lito’ru

　　　　2．3．1．11完了棺過去

　　　　　　　　　　　　？o’kitotta　　　　　　　　　ta’betotta　　　　　　　ka’itotta　　　　　　　ki’totta

　　　　　　　　　　　　k呈to，tta　　　　　　　　　　　liteto，tta　　　　　　　　jat宅o’tta　　　　　　　　∫ito’t宅a

　　　　2．3．1．12使役形現在

　　　　　　　　　　　　？okisase’ru　　　　　　　tabesase，ru　　　　　　kakase’ru　　　　　　kosase’ru

　　　　　　　　　　　　klsaseru　　　　　　　　　Sitesaseru　　　　　　　jaraseru　　　　　　　　saseru

　　　　2．3．1．13使役形過去

　　　　　　　　　　　　？okisa’seta　　　　　　　tabesa’seta　　　　　kaka’seta　　　　　　kosa’seta

　　　　　　　　　　　　kisaseta　　　　　　　　　Sitesaseta　　　　　　　jaraseta　　　　　　　saseta

　　　　2．3．1．i4始動相

　　　　　　　　　　　　？o’kidasu　　　　　　　　ta’bedasu　　　　　　　ka’kidasu　　　　　　ki’（iasu

　　　　　　　　　　　　ki’dasu　　　　　　　　　　S童te’dasu　　　　　　　　jari’dasu　　　　　　　～i’dasu

　　　　2．3．1．15禁止（二つの型がある。）

　　　　　　　　A　？oki’runa　　　　　　tabe’runa　　　　　ka’kuna　　　　　kukuma

　　　　　　　　　　　　kiru’na　　　　　　Siteru’na　　　　laru’na　　　　　suru’na

　　　　　　　　　B　　20’k盈a　　　　　　　　ta，bena　　　　　　　　　　　　　　　　　　ku’na

　　　　　　　　　　　　k圭’簸a　　　　　　　　　　　　Site’na　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SU’1｝a

　　2．3．2　表層上の交替

　　　　2．3。2．1　語尾の分節音

tj→tl，　sj→1，　si→liのような口蓋化を除くと，終止形はru～U，志向形はjUU～jOO～00，仮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
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定形はrjaa～jaa，命令形はro～e，　ii～ee，継続相現在形はjuuru～jooru，継続穣過去形はjutta

～juuta～jotta～jootta，使役形はsase～aseの交替がある。これらのうちで母音語幹と子音語幹

の違いによるものは次のとおりである。

終止形

志向形

仮定形

命令形

使役形

母音語幹に付く語尾

　　　撫
joO

rjaa

ro

sase

尾語Y付に幹語音子
U

00

Jaa

e

ase

　命令形の交替形ro～e以外は，母音語幹に付く形を基本と考えると，最初の子音を落とすこと

で子音語幹に付く形が得られる。

（2－28）

｛｝｝一φ／c＆
（子音消去）

　表層の交替形のうち残りのものはi語幹に付く形か，e語幹に付く形かの違いである。

　　　　　　　　　　　　　　呈語幹　　　　　　　e語幹

　　　志向形　　　　　　　　juu　　　　　　　　　　joo

　　　継続相現在形　　　　　　juuru　　　　　　　　　　jooru

　　　継続相過去形　　　　juutta・－jutta　　　　　joo乞ta～jotta

e語幹に付く形を基本と考えれば，一定の条件でoをuに換える規則があればi語幹に付く形を

派生することができる。その規則は次のようなものである。

　　　（2－29）　　o　　→　　u　　／　　i＆j　　一

これは（2－12）を少し修正すれば簡単に得られる規則である。もし逆に考えて，i語幹に付く形を

基本とすれば，e語幹に付く形及び子音語幹に付く形を派生するためには次のような不霞然な規

則が必要になるので望ましくない。

（2－・・）・一・／｛二｝＆

否定形，「ます」，「だす（始動相）」の場合は，母音語幹と子音語幹で次のような違いがある。

否定形

「ます」

始動相

A
B

母音言吾幹に付く震吾1≡甕

　　　鍛al

　　　N

maSU

daSU

子音語幹に付く語尾

　　　anal

　　　aN

　　　lmaSU

　　　idasu

これらについては，母音語幹に付く形を基本と考え，子音語幹に付く形は一定の条件で必要な母

9



分節音とアクセント（2）一岡山方言の分析から一

音を挿入すればよい5｝

　　　（2－31）φ一・／・＆＿贈＆1｝　　（・挿入）

　　　（2－32）　φ　→　i　／　c＆　　　　＝［X　］v　　　　　　（i挿入）

a挿入については逆に子音語幹に付く形を基本としておき，母音語幹に付く形はa消去によって

派生することもできようが，一般的に母音が二つ並んだ場合に，一方が消えるとはいえない。i挿

入の場合は，逆の考え方をすると，著しく一般性を欠くことになる。というのは，（2－32）の規則

において［X1の位置には「ます」，「だす」以外にも「かける」，「そこなう」，「始める」，「終

わる」など様々なものが現れるからである。これらがすべて1で始まると考えるのは適当では

ない。

　　　2．3．2．2　アクセントによる分節音の交替

　継続相過去形のjo’otta　・一　jottaはjo’ottaを基本としておき，アクセント核がない場舎に母音

を短くするという規則があれば1◎ttaを派生することができる6乙

　　　（2－33）　　jootta　　　→　　　　jotta

残りのアクセントによる交替は「分節音とアクセント（3）」で述べる。

　　2．3．3　継続季目

　2．3．1．8及び2．3．1．9より継続相としてjoorという形を抽出することができる。現在

形と過去形はそれぞれruとtaを付ければよい7乙

　　　　　　jo◎r＆ru　　→　　joor＆u　　　　　　　（2－28）　　　　　（子音消去）

　　　　　　　　joor＆ta　　　　→　　　　joot＆ta

過去形のほうは次の規則によって派生される。

　　　（2－34）　r　→　t　／　　　　＆t　　　　　　　　　　　　　（促音便化）

このプロセスは〈やった＞jar＆ta→jat＆taにも適用される。

＜食べている（進行相）＞ta’bjooru，〈捨てている（進行梱）＞SitSo’oru　lま／tabe＆joor＆ru／，

／Slte＆joor＆ru／から子音消去，母音消去及びtj→t∫（口蓋化）によって次のように派生され

る。

　　　　　　　／tabe＆joor＆「u／　　　　／Site＆j◎◎「＆「u／

　　　　　　　　tabe＆joor＆u　　　　　∫ite＆1◎or＆u　　　　（2－28）　　子音消｛去

　　　　　　　　tab＆joor＆u　　　　　∫it＆joor＆u　　　　　（2－5）　　母音消去s）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　lit＆Seor＆u　　　　　　　　　　　口蓋化

　　　　　　　　tabjooru　　　　　　　　　　　　　Si宅looru

　　2．3．4　完了相

　2．3．1．10及び2．3．1．11から完了相としてtorという形を取り出すことができる。現在形

と過去形は継続相の場合と同様にru，　taを付ければよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
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　　　　　　　　　　tor＆ru　→　　tor＆u　　　　　　　（2－28）　　　子音消去

　　　　　　　　　　tor＆ta　　→　　tot＆ta　　　　　　（2－34）　　　促音便化

く書いている（完了相）＞kaitoru，〈やっている（完了相）＞jattoruは／！cak＆i＆tor＆ru／，／jar

＆tor＆ru／から次のように派生される。

　　　　　　　／kak＆圭＆tor＆ru／　　　　　　／jar＆tor＆ru／

　　　　　　　　ka＆1＆tor＆ru　　　　　　　　　　　　　（2－20）　　　k消去

　　　　　　　　ka＆i＆tor＆u　　　　　　　　　　　jar＆tor＆u　　　　　（2－28）　　　　　　子音セ肖去

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　jat＆tor＆u　　　（2－34）　　　促音便化

　　　　　　　　kaitoru　　　　　　　　　　　　　　　　jat亀oru

／kak＆1＆tor＆ru／に対して／jar＆i＆tor＆m／でないのは，／kak＆i＆tor＆ru／の1が（2－32）

のi挿入で挿入されたものではないからである。このiについては2．3．5で述べる。

　　2．3．5　過去形

　過去形は語幹，語尾共にさまざまな交替形がある。子音語幹の場合の形を語幹末の音の違いに

分類して示してみると次のようになる。

音の末幹語

r

W

k
g
S
m
n

b
童
e

　基底形

／jar＆ta／

／kaw＆£a／

／kak＆ta／

／20509＆ta／

／？otOS＆ta／

／jom＆ta／

／Sin＆ta／

／job＆ta／

／？oki＆ta／

／tabe＆ta／

　表層形

lat＆ta

kat＆ta

koo＆ta

ka＆i＆ta

？ojo＆i＆da

？oto～＆呈＆ta

？oto＆i＆ta

？ote＆e＆ta

jon＆da

l圭登＆da

jon＆δa

アoki＆ta

tabe＆ta

岡山標準語

岡山方言1，II，　m

岡山標準語

岡山方雷III

岡山方言王王

濁山方雷1

〈やった〉

〈買った〉

〈　〃　〉

〈書いた〉

〈泳いだ〉

〈落とした〉

〈　　〃　　〉

〈　　〃　　〉

〈読んだ〉

〈死んだ〉

〈呼んだ〉

〈起きた〉

〈食べた〉

〈買った〉／kaw＆ta／→koo＆taのプロセスを説明するには，まずwがある条件でuになる

という段階があると仮定すると都合がよい。

　　　（2－35）　　w　→　u　／　＿　＆C　　　　　　　　　　　　（w母音化）

awがa鷲になるとあとはすでに述べた進行岡化と逆行同化によってooになる。

11



分節音とアクセント（2）一隅山方震の分撰から一

／kaw＆ta／

　kau＆ta

　kao＆ta

　koo＆ta

（2－35）

（2－12）

（2－6）

w母音化

進行同化

逆行岡化

　　　　　　　　　　　　　koota

ここで大切なことは（2－12＞の代わりに（2－13）9｝を用いることはできないということである。とい

うのは，もし（2－13）を用いると／kaw＆ta／はkaa＆taという正しくない形になってしまうか

らである。このことは2。2．4で述べたヲ格を／o／，連用形を／u／とすべきであるという事

実を間接的に支持していることになる。

　語幹末がg，m，　n，　bの場合は／ta／はdaになる。

一一・／磁幽一（一
語幹末がk，g，　sの場合は1が挿入されるiO乙

一一・／
肯｝＆

＆t （i挿入）

k，gはiの前で脱落する。（岡山方覆1，

　　　（2－38）｛1｝一φ／

語幹末のm，bはnになるii乙

　　　（2－39）｛T｝一・／

語幹末のSは1になる。

　　　（2－40）　　　　s　　　　→　　　　∫　　／／

次に派生を述べる12｝

　　／kak＆ta／　　　／？ojog＆ta／

　　　　　　　　　　　　？◎jog＆da

　　　kak＆童＆ta　　　　　　？ojog＆i＆da

　　　ka＆i＆ta　　　　　　　？ojo＆i＆da

IIではsも脱落する。）

　　＆i

＆d

＆i

／？otOS＆ta／

？otOS＆i＆ta

？otoS＆i＆ta

（イ音便化）

（撲音便化）

（口蓋化）

（2－36）

（2－37）

（2－38）

（2－39）

（2－40）

有声化

i挿入

イ音便化

嬢音便化

口蓋化

kaita ？ojoida ？otoSita

12
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／jom＆ta／／

　jom＆da

jon＆da

／Sin＆ta／

Sin＆da

／job＆ta／

job＆da

jon＆da

（2－36）

（2－37）

（2－38）

（2－39）

（2－40）

有声化

i挿入

イ音便化

擾音便化

口蓋化

　　　jORda　　　　　　　　　　Sinda　　　　　　　　　　　　　jonda

／ta／が付く場合の語幹末及び語毘の変化のようすを図示すると次のようになる。

（2－39）

（P）

r

（d）

〈S＞

語幹末の変化

e

t

（」）

（u）

（o）

a

W

（P）

（2－35）

w母音化

（2－34）

促音便化

（2－40）

口蓋化

s

〈9＞

〈k＞

1　　（2－38）
　イ音便化

φ

（h）

　・語尾の変化

丁

t

＜i＞d　　　（2－36）

（2－37）　　有声｛ヒ

i挿入

＜1＞t

（2－37）

i挿入

（）動詞の語幹末に起こり得ない分節音。

〈＞k，g，　sの後にiが挿入されることを示す。

（註）

　1）酒屏彗形の名称は伝統的な名称に従う。終止形は終止形及び連体形の省略として用いる。形容詞の否定形は連

　　朗形に付く。標準語と岡山方言の形容詞の違いには，次のようなものがある。
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分節音とアクセント（2＞一岡由方鴛の分析から一

標準語 岡　山　方　欝

〈酸い〉 SU’i sul’i

〈多い〉 20’ol 20i’i

A
〈遠い〉 t◎oi toi’i

〈濃い〉 ko’i koi’1

〈良い〉 1◎’i e’e　　　　＊loi’i
B

〈無い〉 na’i ne’e　　　　＊nai’i

〈露い〉 llro’i lire’e　　　＊liroi’i

C 〈暑い〉 ？atsu’i Pa宅li’i　　　＊？atsuゴi

〈厚い〉 ？atsul 2atli，i　　　　　＊2atSU三，童

　　隅由方雪ではAグループの形容詞は語幹末に1という母音をもっているという特微がある。標準語で語幹

　末の母音がuまたはoである単音節の形容詞がAグループの形容詞である。標準語で語幹宋がuまたはo

　　であっても，単音節語幹でなければCグループのようになる。Bグループの〈良い〉だけがうまく説聡でき

　　ない。形容詞の否定形は，例えば〈赤くない〉／？aka＆u＝Ra＆1／lj　？a’kooneeのようになるが，動詞の否

　定形は，例えばく食べない〉／tabe　＝　na＆i／はtabena’iであってtabene’eではない。また，形容詞の否定

　形のアクセント核は語幹にあるけれども，動詞の否定形のアクセント核は語幹にはない。これは形容詞に付

　　く／na＆i／と動詞に付く／na＆1／とが別のものであることを示している。ちなみに，否定辞N　1・ま動詞に

　　は付くが，形容詞には付かない。

2）標準語では，kは形容詞の認幹の一部ではないと考えたほうが都合がよい理由がある。それは無核語幹の形

　容詞のアクセント核の位置を正しく説明する必要があるからである。〈赤い〉を例にとってみるとアクセント

　　は次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　〈赤い〉　　　？akai　　　　　？akakaro’0　　　　　　2aka’katta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？aka，1〈u

？aka，kereba

　　この基底形は次のようになっていると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　／？aka＆i／　　　／？aka＆’kar＆0’0／　　　／？al《a＆’kar＆ta／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［÷P］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／？aka＆’ku／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／？aka＆’ker＆re’ba／

　　すなわち，’kar，’ku，’kerがそれぞれ基底形にアクセン1・核をもっていると考えられ，2の場会は隙己主

　張型」のo’oのために’karのアクセント核は消えるけれども，3の場合は’kar，’ku，’kerのアクセント核

　　が現れると考えられる。3の場合のアクセント核の位置を蕉しく説明するためには，こう考えるのが最も霞

　然である。もし逆にkが藷幹末のほうにあると考えると，余分な規則が一つ必要になる。すなわち，例えば，

　？aka’ka£taの基底形が／？al〈ak＆ar＆ta／だとすると，基底形のアクセントは，語幹が無核である以上，

　／2akak＆’ar＆ta／のようでなければならないけれども，この形から2aka’k＆ar＆taを派生するためには，、ア

　　クセント核を移動する規疑が必要になるからである。

　　無核語幹の形容詞をもたない岡山方欝では，以上の議論はkが語幹の一部であるか，語羅の一部であるか

　　を決める読拠としては利稽できない。

3）勲詞のアクセント核付与規鋼は次のような形をしている。詳纈はヂ分簸膏とアクセント（3）」で述べる。
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　　　　φ　一一一・　’／　V　　　　（C）（V）］　　　　　　　　　（アクセント核付与規則）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
4）筆者のideoleetでは，〈赤い〉は？ake’eであるのに対し，〈書いた〉はka’itaであってke’etaではない。こ

　　の事実を説明するためには，〈赤い〉の基底形が／？akak＆1／や／？aka＆ki／であるよりも／？aka＆i／で

　　あるほうが都合がよい。つまり，岡化は基底形における母音連鎖には適解されるがkが消去の後に出現した

　母音連鎖には適用されないと考えられるからである。〈書いた〉は／kak＆ta／→kak＆i＆ta→ka＆i＆ta

　　のようになると考えられるが，この段階では岡化は適用されないと考えると，ke’etaとならないことが説明

　　できる。この関係を規則の順序の面から述べると，岡化はk消去に先行するといえばよいことになる。〈赤

　　い〉が？aka）’ce，〈書いた〉がkff）’eetaとなるような話者（岡山方雷1＞の場合は〈赤い〉の基底形にもkを

　認めておき，k消宏の後で同化が起こると考えることによって形容詞にも動詞にも岡化が起こることを説明

　　することができる。ただし，〈買う〉は岡山方霞のどのスタイルにおいても，kauであってkooとはならな

　　いから，子音消虫の後で隅化が起こるという一般化はできない。

5）N以外は単独でも周いられるものばかりであるから，aや1が頭に付いてている形を基底形に選ぶのは，妥

　　盗ではない。したがって，Chew（1973：32－33）の方法1ま受け入れられない。tabe＋analから毛abe＋nai〈食

　　べない〉を導き出すためには，e＋a－，　eという規則が必要であるが，〈食べてあげる＞tabete÷ageruから

　　く食べたげる＞tabetageruを導き出す場合にはこの規鋼は適嗣できない。漏は＆とは違った境界を表す。

6）（2－33）の場合はooC＄→oC＄（＄は音節境界）のような一般化ができるけれども，隙山方雷1，　IIにはta’be，

　　ka’keに対して，　lite’e，　jare’eというように，　e～e’eという交替がある。この場合は条件が違うので一般化

　　はできない。

7）アクセント核の位置も考慮にいれた分析は「分節音とアクセント（3＞」で行う。

8）V－一・φ／　　　　G＞VV　「分節音とアクセント（1）」を参照。

9）

［藩ト膿レ1細・
　　「分節音とアクセント（1）」を参照

10）McCawley（1968：123）では二っのステップを腿いている。すなわち，

ーレ轟
9

ー →　h　／ ＆t

　　　　・一・／｛1｝一

ただしhはk，9に対応する摩擦音を表している。McCaw五eyはこのような抽象的な分節音を中間段階に設け

ておき，その結果i揮入の環境が露然になるようにしている。しかし，このような中聞段階を設けるべき証

拠はない。Ashworth　and　Lincoln（1973：14－15）には，自然音韻論（Natural　Phonology）の立場からの詳し

い分析があるが，共賭的には受け入れ難い。

ω ！｝一・／
＆dとするほうが慮然になるけれども，dで終わる動詞は存在しないし，　nで終

わる動詞はvaCttOUSである。

12）〈書いた〉と〈轡きます〉におけるk消蕪の違いは，境界の違いとして扱うことができる。

／kal〈＆ta／

1〈al〈＆1＆ta

ka＆i＆ta

／1《ak＝＝mas＆ru／

　ka1くww　mas＆U

　kalく二＆i＝：苅薩as＆U

（2－23）

（2－32）

（2－37）

（2－38）

子音消去

i揮入

1挿入

イ音便化

ka｛ta 1〈alくinlaSU
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